
総 合 評 価 チ ャ ー ト 図 （科学技術振興事業団の事業内容の分析と評価）

国 【事業主体】 新技術創製のため これまでに1,014億円の出資金 工業所有権の取得・出願
の基礎的研究 を研究費等に投入 (1,346件) 多額の公的資金に依存

平成10年度研究終了分から →
科学技術振興施策 → （資産の現況） 評価の実施 する事業であり、研究成

論文公表､ 学会等で発表科 （1,0571件) 果の的確な評価の推進が
欠損金 866億円

必要

機械・装置等の有形固定資産 140億円 ＋ 工業所有権等の無形固定資産 ８億円学 一般勘定 新技術の開発
(基礎的研究､新技術)

出資金 出資金累計 回収率
一 (H8'311億円) 委託開発 410件の企業化への開発費負担 成功 309件 開発費を回収 97.1％
般 交付 1,600億円 (成功率 88.5%) (開発中などを除く｡)
会 → 技 ↑ ↑ ＋
計 ↓

(基礎的研究､新技術) これまでに329億円の出資金を投入 開発中止22件 実用化による実施料収入
補助金 欠 損 金 38.5億円（事業費に充当）

(H8' 18億円) （資産の現況） 開発費を回収しつつ、術 950億円 不成功 18件
↑ 開発委託損失(開発費免除) 22億円 (不成功率 5.2%) → 開発費22億円は免除 → 新技術の企業化に一定の
研究開発成果 欠損金
等は会計上資産 開発事業費として費消 26.5億円 成果
計上されず 開発中 61件振 開発資産 279億円

現金・預金 1.5億円
事業資産等 あっせん件数は減少傾向

Ｓ62'→ Ｈ４’→Ｈ８’
600億円 開発あっせん 540件の企業化へのあっせん 37件 24件 5件興

↑
↓

これまでに 19億円の出資金を投入 事業効果の低迷傾向を
１件当たり事業費事 （資産の現況） Ｓ62'→ Ｈ４’→Ｈ８’ → 踏まえ、事業の在り方の
143万円 688万円 7140万円

欠損金 あっせん事業費として費消 18億円 見直しが必要

開発資産 １億円 ↓ ↓業
実用化による あっせん料収入率 (累計あっせん料収入/累計事業費)
あっせん料収入 Ｓ62'→ Ｈ４’→Ｈ８’

文献情報提供勘定 科学技術情報の流通 2.4億円 21.6% 17.5% 11.9%
（事業費に充当）

産業投資 (科学技術情報) 出資金累計
特別会計 出資金 団 情報基盤整備事業

(H8' 37億円) 交付 670億円
→ ↑ ↑

(科学技術情報) ↓
一般会計 補助金 これまでに 670億円の出資金を投入 56年度から 1,200万件のデータベース作成

(H8' 32億円) 欠 損 金

400億円 データベースオンライン 収録と作成で分野別シェアに乖離
↑ 等により提供 14分野のうち９分野で収録シ

情報資産の減価 ニーズの高い分野は導入 ェアが利用シェアを上回る 基盤整備という役割を
償却費をすべて賄 データベースで補完
うだけの収益がな ↑ ↑ 踏まえつつ、新規作成に
い →

文献データベースの整備経費は、 際して、より一層利用状
売上げ Ｈ元’ Ｈ５’ Ｈ８’ 平成５年度以降売上げを上回っ
69億9,200万円 80億900万円 85億7,700万円 ている状況 況を加味することについ

提 供 事 業 (うち文献デｰﾀベｰｽ)
26億9,000万円 28億1,500万円 30億7,200万円 ての検討が必要

⇔(文献デｰﾀベｰｽ整備経費)
24億9,800万円 31億600万円 33億8,500万円


